
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【入試対策】 
中１～３の学習内容において教科書レベルの例題や練習問題は確実に解けるようにしていこう！ 

また，数値が多少扱いづらく（分数や小数）なっても的確に解答を導き出す計算力も必要なので，普段

の授業から「Math Marathon」を通じ養っていこう！今後も数学的思考力を必要とする出題が予想さ
れるので、応用問題に数多く触れ、「総合的な数学の力」を身につけよう！ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題例 問５ 確率 【主な特徴】 
①問題ごとの難易度の差が激しい。特に，

関数と図形は計算力と技術が必要。 
②基本問題で７５点とれてしまうので，得点

の差はつきにくい。 

【出題形式】 
問１：計算問題(記号選択・5 問) 

例年通りの出題内容。基本的な計算問題ばかり

なので，ここは満点が絶対条件。 

問２：小問集合(記号選択・6 問) 
様々な分野からの出題であるが，すべて基本的

な問題であるので，ここもすべて正解したい。 

問３：応用問題(記号選択・4 問/記述・5 問)  
(ア)は証明。久しぶりに合同が出題された。証

明自体は難しくないが，２問目は激ムズ。 

(イ)は度数折れ線グラフ。情報を正確に読み

取ることが必要。 

(ウ)は関数の利用。(エ)は連立方程式の利用。

どちらも教科書に載っているような代表的な問

題だが，今まではあまり出題されなかった種類

の問題なので，復習をしていないと解けないか

もしれない。 

問４：関数(記号選択・2 問／記述・1 問) 
(ア)(イ)は基本的な問題。だが傾きや切片の値

が分数になるので，きちんとした計算力が必要

とされる。また，(ウ)の面積の問題は四角形を２

つの三角形に分けて考えるなど，計算力の他に

技術も必要とする。 
問５：確率(記号選択・1 問／記述・1 問) 

問題は難しくはないが，ルールがやや煩雑なた

め，条件を満たしているかの判断がしにくい。 
問６：空間図形(記号選択・2 問／記述・1 問) 

３問とも定番の問題。ただし，(ウ)は最短距離

を連続で考える必要があるため，側面のおうぎ形

を２連続でつなげて考える技術がないと，正解

するのは大変難しい。 


